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鼎会套「名誉会長のお教えと皆さまのご協力で絶ゆま0前進J
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一
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一
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一
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東
瀬
名
誉
会
長

渕
上
新
会
長

平
成
二
十
年
度
総
会

日
本
主
婦
連
合
会

関
西
消
費
者
ク
ラ
ブ

、
司
会

、
開
会
の
挨
拶

、
会
長
挨
拶

、
事
業
報
告

、
会
計
報
告
　
本
部
会
計

監
　
査

道崎千鶴子平
成
３０
年
５
月
２３
日
●
、

日
本
主
婦
連
合
会
、
関
西
消

費
者
ク
ラ
ブ
の
平
成
３０
年
度

総
会
が
悠
久
の
古
都
奈
良
明

日

香

に

て

開

催

さ

れ

ま

し

た
。

上
本
町
近
鉄
百
貨
店
前

で
会

員

を

乗

せ

夕

陽

ケ

丘

Ｉ

Ｃ
‐

（
阪
神
、
南
阪
奈
）
弁
之
庄

ラ
ン
プ
を
経
て
、
ホ
テ
ル
ウ

ェ
ル
ネ

ス
大
和
路
に
到
着
。

二
階
会
議
室
に
て
平
成
３０

年
度
総
会
が
、
橋
本
副
会
長

の

司

会

で

開

催

さ

れ

ま

し

た
。
高
槻
支
部
奥
田
美
智
子

さ
ん
の
開
会
の
言
葉
に
続
い

て
東
瀬
会
長
よ
り

「
７３
回
目

の
総
会
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

日
本
主
婦
連
合
会
は
こ
れ
か

ら
も
続
い
て
い
き
ま
す
。
そ

総
会
の
も
よ
う

の
為
に
は
皆
様
の
力
が
必
要

で
す
。
力
を
合
わ
せ
て
、
社

会
の
為
、
我
々
の
為
に
頑
張

っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

事

業

報

告
、
会

計

報

告

（
本
部
会
計
、
音
楽
ク
ラ
ブ

会

計
、
消

費

者

ク

ラ

ブ

会

計

）
と
続
き
ま
し
た
っ

今
年
度
は
役
員
改
選
の
年

で
池
田
指
名
委
員
長
よ
り
新

役
員
の
選
出
に
あ
た

っ
て
の

報

告

が

あ

り

ま

し

た
。
席

上
、
東
瀬
会
長
よ
り
高
齢
、

病
気
治
療
の
為
会
長
を
辞
任

し
た
い
旨
の
お
申
し
出
が
あ

り
ま
し
た
。

役
員
で
検
討
し
た
結
果
、

「
東
瀬
会
長
に
は
名
誉
会
長

と
し
て
残

っ
て
い
た
だ
き
、

新
会
長
を
渕
上
副
会
長
に
引

き
受
け
て
も
ら
い
、
他

の
役

員
は
こ
の
ま
ま
渕
上
新
会
長

を

支

え

て

い

く

事

と

し

ま

す
」
と
の
結
論
に
達
し
、
役

員
改
選
の
議
案
も
満
場

一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

東
瀬
名
誉
会
長
よ
り

「
会

長
職
は
し
り
ぞ
き
ま
す
が
、

身
体
が
動
く
か
ぎ
り
、

国
が

動
く
か
ぎ
り
皆
様
と

一
緒
に

頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
ご

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
渕
上
新
会
長
よ

に
、
名
誉
会
長
と
し
て
残

っ

て
い
た
だ
け
る
な
ら
と
会
長

を
受
け
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
衣

。
食

・
住
等
の
消
費

者
と
し
て
の
問
題
は
も
と
よ

り
、
新

間

の
発

行
、
学

習

会
、

見
学
会
、
他
団
体
と
の
交
流

等
、
東
瀬
名
誉
会
長
の
教
え

を
受
け
、
皆
様
の
協
力
を
い

た
だ
い
て
頑
張

っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」
と

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

消
費
者
ク
ラ
ブ
船
戸
筆
頭

副
会
長
よ
り

「
本
年
度
は
相

談
役
に
重
藤
毅
直
、
副
会
長

中
島
治
久
、
柴
生
不

二
雄
、

中
山
博
で
頑
張

っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
こ
も
そ

う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
会
員

の
減
少
、
老
齢
化
と
い
う
問

題
が
あ
る
中
で
す
が
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
人
に
贅
同
い

た
だ
き
な
が
ら
頑
張

っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
日
本

主
婦
連
合
会
に
対
し
て
も
で

き
る
だ
け
協
力
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

全
て
の
議
題
も
満
場

一
致

で
承
認
さ
れ
、
消
費
者
ク
ラ

ブ
柴
生
不

二
雄
副
会
長
の
閉

会
の
挨
拶
で
総
会
は
無
事
終

了
い
た
し
ま
し
た
。
会
場
を

１
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
移
し

て
関
西
消
費
者
ク
ラ
ブ
中
山

博
副
会
長
の
乾
杯
後
、
柿
の

葉
寿
司
定
食
の
昼
食
が
和
や

か
に
始
ま
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
、
キ
ト
ラ
古
墳

の
壁
画
が
公
開
中
と
い
う
こ

と

で

見

学

に
向

か

い

ま

し

た
。
キ
ト
ラ
古
墳
と
は
７
世

紀
末
か
ら
８
世
紀
初
め
頃
に

一

造
ら
れ
た
古
墳
で
石
室
の
内

一

部
東
壁
に
青
龍
、
西
壁
に
自

虎
、
南
壁
に
朱
雀
、
北
壁
に

玄
武
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

４
神
の
下
に
は
獣
頭
人
身

の
１２
支
、
天
丼
に
は
現
存
最

古
の
天
文
図
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
石
室
内
の
壁
画
は
全

て
取
り
外
さ
れ
て
修
理
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

今
回
公
開
さ
れ
て
い
る
東

壁

（
青
龍
、

１２
支
寅
）
を
国

営
飛
鳥
歴
史
公
園
内
の
キ
ト

ラ
古
墳
壁
画
保
存
管
理
施
設

に
て
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま

し

た
。
い

た

み

が

ひ

ど

く
、
係
員
さ
ん
の
説
明
の
場

所
を
目
を
こ
ら
し
て
も
描
か

れ
て
い
る
は
ず
の
青
龍
や
寅

が
確
認
で
き
ず
、
少
し
残
念

で
し
た
。

次
に
予
定
さ
れ
て
い
た
明

日
香
石
舞
台
は
雨
の
た
め
中

止
、
か
わ
り
に

「
道
の
駅
か

つ
ら
ぎ
」
に
立
ち
寄
り
、
家

族
や
友
達
の
た
め
に
、
土
産

等
を
買
い
も
と
め
ま
し
た
。

こ
れ
で
本
国
の
行
事
は
全

て
終
了
、
帰
路
に

つ
き
ま
し

た
。
車
中
で
渕
上
会
長
よ
り

総
会
は
無
事
終

了
し
ま
し
た

が
主
婦
連
合
会
の
行
事
は
こ

れ
か
ら
で
す
。
楽
し
い
行
事

も
計
画
し
な
が
ら

一
歩

一
歩

進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
本
日
は
ご
苦
労

様
で
し
た
。
添
乗
員
さ
ん
、
運

転
手
さ
ん
あ
り
が
と
う
む
ざ

い
ま
し
た
。
」
と
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。
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３
面
に
関
連
記
事
）

ォ
炒

平
』
多

十
』
掛

月
一一十
三
日
）
　

紳
赫
¨
一
一
繰
砕
一
時
ヽ

音
楽
ク
ラ
ブ
報
告

監
　
査

関
西
消
費
者
ク
ラ
ブ
よ
り

指
名
委
員
長
新
役
員
報
告

役
員
紹
介

名
誉
会
長

会
長
挨
拶

事
業
計
画

（案
）

予
算

（案
）

閉
会
の
挨
拶

橋
本
　
恵
子

奥
田
美
智
子

東
瀬
　
幸
枝

池
田
緋
路
美

山
崎
　
侑
子

山
口
　
貞
子

吉
村
　
英
子

山
口
　
貞
子

池
田
緋
路
美

船
戸
　
淳
宏

池
田
緋
路
美

橋
本
　
恵
子

東
瀬
　
幸
枝

渕
上
　
節
子

北
山
　
俊
子

道
崎
千
鶴
子

柴
生
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奈
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明
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香
で
第

回
総
会
開
く
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